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＜作業・提出方法＞
① 【全員】ワークショップ用事前課題シート（スライド3枚目）を作成して、
スライド3枚目のみを、各チームのリーダーへご提出ください。
期日：7月14日（金）17:00
宛先：各チームのリーダー

② 【各チームのリーダー】チームメンバーの事前課題シートを一つにまとめて、
FCP事務局までご提出ください。
ファイル名：【チーム】第2回事前課題.pptx

（例 【A】第2回事前課題.pptx）
期日：7月19日（水）17:00
宛先：FCP事務局 fcp_jimukyoku@maff.go.jp

（チームファシリテーター＋チームメンバー全員へも共有）

FCP第2回若手フォーラム
事前課題

mailto:fcp_jimukyoku@maff.go.jp
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テーマ：食品安全と品質

《食品安全・品質保証の仕組みを学び、それを機能させるために必要な視点を見つける》

ワークショップのねらい：

 食品業界における食品安全や品質保証に関わる仕組みとその背景を理解する

 参加者の所属先や職務から、その仕組みとの関わりと、自分の考えや意見を話し合う

 参加者が直接/間接的に関わるフードチェーンの中で、どのように協力しまたは支援する
ことで、 消費者に対する食の安全が確保できるのかを話し合う

講演1 品質保証のための規格認証について The Consumer Goods Forum, Japan
大久保 力氏

講演2 企業の品質保証の取組 国分グループ本社株式会社
瀬川 恵寛氏

第2回若手フォーラム（7月26日（水））



http: / /www.maff .go. jp / j /shokusan/fcp/ index.html

食品安全と品質

Copyright (C) 2023 MAFF All Rights Reserved. 3

食品業界の食品安全や品質保証に関わる仕組みについて考えてみましょう

記入者：チーム

ワークショップ用
事前課題

1.あなたの仕事または生活の中で、関わりのある食品安全や品質保証の仕組みを３つあげましょう

3

2.1で最も関心の高い仕組みを１つ選び、それはどのような長所と課題があるかを書いてください

3.食品安全の仕組みにはフードチェーンの「生産」「加工」「物流」「小売/外食」「消費者」、またそれを
支援する「関係行政」「有識者」の間の円滑なコミュニケーションが不可欠ですがその協力や信頼を向上
させるためには、どのような取り組みが必要だと思いますか。またあなたが将来やりたいことは何ですか
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食品業界の食品安全や品質保証に関わる仕組みについて考えてみましょう

記入者：円是留 翔平X チーム

ワークショップ用
事前課題

1.あなたの仕事または生活の中で、関わりのある食品安全や品質保証の仕組みを３つあげましょう
JAS規格、冷凍食品認定マーク、JFS-C認証

4

2.1で最も関心の高い仕組みを１つ選び、それはどのような長所と課題があるかを考えましょう
JAS規格 長所は、商品にJASマークを表示することで消費者の商品選択に役立つ
課題は、市販品の多くに品質の差がなくなってきており、JASのわかりやすい差別化が必要になっている

3.食品安全の仕組みにはフードチェーンの「生産」「加工」「物流」「小売/外食」「消費者」、またそれを
支援する「関係行政」「有識者」の間の円滑なコミュニケーションが不可欠ですがその協力や信頼を向上
させるためには、どのような取り組みが必要だと思いますか。またあなたが将来やりたいことは何ですか
品質認証では食品安全と品質について差別化できる仕組み作りが必要だと思う。私はその仕組みを
考えて提案し、それを消費者の視点でわかりやすく伝えるコミュニケーションプランにチャレンジしたい

記入例
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参考
「認証の仕組み」に取り組む背景
1. フードチェーンの広域化と集約化が進行する中で、食品の品質・衛生をはじめさまざまな分野で
「効率化」への対応が、加速度的に要求されている

2. また、多様化の中で、持続可能な社会に対応するための、さまざまな環境や人権、配分など
社会的責任を果たすための目標とその具体的行動を、「共通の指標」と「客観的な視点での
評価を受ける」仕組みが整備されつつある
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参考
「認証の仕組み」の例 「共通の指標」をもとに「客観的な視点での評価を受ける」ことで認証する仕組み
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